
5

4_昨年６月に行った防災訓練。段ボー
ルベッドの組み立て体験　5_住民の安
否情報を報告する様子　6_　白石消防
署の協力を得て行った初期消火訓練

　災害が起こったとき、誰があなたや家族を助けてくれますか？　大規模な災害発生時には、公的機関
による迅速な救助などの個別対応が困難になります。そんなときに大きな力を発揮するのが、地域のつ
ながりをいかした「自主防災組織」です。

　

本
市
で
は
、
市
内
各
地
区
の
防

災
力
の
充
実
を
目
指
し
て
、「
自
主

防
災
組
織
」
の
立
ち
上
げ
や
運
営

の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
か
ら
、
宮
城
県
防

災
指
導
員
養
成
講
習
会
を
開
催
し
、

地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
図

る
と
と
も
に
、
自
主
防
災
組
織
運

営
補
助
金
を
交
付
し
、
組
織
の
積

極
的
な
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
は
、
令
和
２
年

４
月
現
在
、
市
内
１
１
３
自
治
会

の
う
ち
１
０
２
地
区
で
設
立
（
組

織
率
90
％
）
さ
れ
て
お
り
、
昨
年

10
月
に
発
生
し
た
令
和
元
年
東
日

本
台
風
に
お
い
て
、
自
主
防
災
組

織
が
有
効
に
機
能
し
た
地
区
も
多

く
、
そ
の
存
在
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
自
主
防
災
組
織
が
な

か
っ
た
三
住
地
区
（
深
谷
）
で
は
、

県
の
支
援
事
業
を
活
用
し
て
自
主

防
災
組
織
の
立
ち
上
げ
に
取
り
組

み
、
平
成
31
年
４
月
に
設
立
し
ま

し
た
。
住
民
一
人
一
人
が
、「
自
分

た
ち
の
ま
ち
と
命
は
自
分
た
ち
で

守
る
」
と
い
う
自
助
・
共
助
の
意

識
の
も
と
、
地
域
の
安
全
・
安
心

の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

地域を守る「自主防災組織」

　

三
住
自
治
会
の
会
員
数
は
56
戸

で
、
家
族
を
含
め
皆
が
顔
見
知
り
、

お
互
い
が
助
け
合
う
地
域
で
す
。

そ
ん
な
地
域
性
も
あ
っ
て
、
こ
れ

ま
で
自
主
防
災
組
織
の
必
要
性
は

感
じ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
近

年
の
災
害
で
地
区
内
に
被
害
が
出

た
こ
と
が
き
っ
か
け
に
な
り
、
地

区
全
体
で
情
報
を
共
有
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
、
危
険
を
分
析
し
避

難
を
呼
び
か
け
る
体
制
を
作
ら
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

自
主
防
災
組
織
を
立
ち
上
げ
る

に
あ
た
り
、
宮
城
県
の
「
自
主
防

災
組
織
育
成
・
活
性
化
支
援
事
業
」

に
応
募
し
、
モ
デ
ル
地
区
と
し
て

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
30
年
度

か
ら
２
年
間
、東
北
大
学・宮
城
県・

白
石
市
か
ら
支
援
を
受
け
な
が
ら
、

自
主
防
災
組
織
の
立
ち
上
げ
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究

所
の
定
池
先
生
に
は
、
専
門
的
な

知
識
や
豊
富
な
事
例
の
紹
介
、
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

住
民
と
10
回
の
会
合
を
重
ね
る
な

か
で
、
遠
く
に
あ
る
指
定
避
難
所

（
深
谷
小
学
校
）
で
は
な
く
、
身
近

に
あ
る
集
会
所
や
旧
三
住
分
校
を

避
難
所
と
し
て
活
用
す
る
な
ど
、

現
実
的
な
避
難
計
画
を
立
て
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
専
門
家
の
ア

ド
バ
イ
ス
や
行
政
の
協
力
が
非
常

に
有
効
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

平
成
31
年
４
月
に
自
主
防
災
組

織
を
設
立
し
、
三
住
地
区
独
自
の

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
や
、
補

助
金
を
活
用
し
た
備
蓄
品
の
整
備
、

自
主
的
な
防
災
訓
練
の
実
施
な
ど
、

今
後
の
災
害
に
備
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
区
一
丸
と
な
っ
て
、

自
助
・
共
助
の
精
神
で
地
域
の
防

災
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

城県の自主防災組織
支援事業として２年

間、三住地区に関わる機会
をいただきました。初年度
は、地域の特徴や防災に関

する認識を確認し準備を進め、地域で災害に備え
るための避難の場所や、どのような自主防災組織
編成がいいのかなどについて考えました。話し合
いの中で、施設の鍵の管理などの課題が見つかり、
市危機管理課のサポートを受けて解決しながら進
めていきました。

　２年目には自主防災組織が結成され、市の防災
訓練に合わせた地域独自の訓練を企画・運営しま
した。県の補助金を使用して、地域で活用するた
めの発電機も購入し、昨年10月の令和元年東日
本台風では実際に災害対応をし、その反省を生か
した改善も進めています。
　三住地区は、「自主防災組織結成に至るプロセ
ス、活動のプロセスを地域で共有し、自分ごとと
して参加する」ということが当たり前にできる、
自立した地域です。わずか２年で「地域事情に合
った自主防災組織を作り、少しずつ改善しながら
地域の防災力を向上させていく」という流れを作
った三住地区は、自主防災組織の理想的な姿だと
思います。
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宮城県の事業を活用し
新たに自主防災組織を設立

三住自治会長
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1_地区の防災訓練の様子　2_宮城県防災指導員養成講習会を開催しました　3_救急救命訓練
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■白石市自主防災組織交付補助金事業
　自主防災組織での積極的な活動を支援するため
の補助金を交付しています。
●補助額　上限２万円（１組織、毎年度１回）
●補助対象
① 訓練や研修会に関する経費（炊き出し訓練の材
料費や講師謝礼など）

② 地震や水害時に役立つ備品などの経費（ブルー
シートや土のう袋などの購入費）
問危機管理課　☎22-1452 ▲鷹巣自主防災会が開催した防災研修会

「
自
主
防
災
組
織
」
が
中
心
に

地
域
の
防
災
に
取
り
組
む

【写真提供　東北大学　定池祐季】
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